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マルチボタンの使い方、おさらい。 

 

   以前から、A-Ad を使用されている方はバージョンアップ毎に説明書を見て頂いていると 

  思いますので、マルチボタンの使い方も色々変更がありましたが、 

理解されていると思います。 

  新しいユーザは、判り難いところがあると思いますので、使い方の流れを記述しておきます。 

 

  マルチボタンには、色々な機能があります。 

その機能は、MultiBton.txt ファイルに記述され拡張されます。 

マルチボタンの機能が追加された場合は、このファイルを更新してください。 

機能の選択は、このファイルの内容を一覧表示し選択になります。 

 

①条件設定のマルチボタンで、「記録簿」を選択します。 

 杭打ち画面と両方で使用する場合は、□杭打ちにもチェックを付けます。 

 杭打ちだけで使用することもこれで可能です。 

   



②プロット画面にボタンが追加されています。 

  

「記」というボタンが左上にありますね。 

このボタンを押しながら、ドラッグすると好きな位置に 

配置できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 機能の割り当て 

   「記」ボタンを長押ししてください。 

   機能の一覧が表示されます。MultiBton.txt の内容です。 

 

 左下のリストをスクロールして、機能を選択してください。 

 「追尾開始/停止」を選択した画面です。 

 杭打ちの画面にも、配置するなら□杭打ちにチェックを付けます。 

 杭打ちだけに、配置するなら、□表示のチェックを外します。 

 ボタンのサイズ、文字の大きさを設定できます。 

 名称も、自由に変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④プロット画面に割り当てた機能のボタンが表示されます。 

 

「追尾」ボタンが表示されています。 

このボタンを、押せば追尾開始と停止を実行できます。 

 

① ～③の手順で、マルチボタンを配置し使用できます。 

 

□表示のチェックを外すと、消えます。 

 再度配置する場合は、条件設定のマルチボタンで 

 チェックを付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



マルチボタンを、配置できて使用していると、ボタンの配置位置が押したときに 

動いいてしまう事があります。 

下記の。”□ボタンの移動をロックする” にチェックを付けるとボタンは移動しません。 

ドラッグで移動も出来なくなります。 

 

 

 

マルチボタンには、多くの機能があり便利に使用できます。 

マルチボタンに、「良く使う」を設定する機能もあります。 

是非、ご活用ください。 

 

 


